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◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

日
時
　
７
月
８
日
（
日
）　

午
前
９
時
15
分
競
技
開
始

（
８
時
30
分
受
付
開
始
）

※
予
備
日
…
７
月
22
日（
日
）

会
場
　
市
民
球
技
場

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
生

種
目
　
１
年
生
男
子
の
部
、

１
年
生
女
子
の
部
、
２
・

３
年
生
男
子
の
部
、
２
・

３
年
生
女
子
の
部

費
用
無
料

詳�

細
　
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連�

盟
　
高
野
☎
080
・
２
０
１�

２
・
４
１
７
３

申
し
込
み
　
６
月
15
日
ま
で

に
直
接
総
合
体
育
館
へ

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

種�

目
・
日
程
　
①
一
般
男
子

フ
ァ
ス
ト
ピ
ッ
チ
の
部
Ⅱ�

部
…
７
月
８
日
（
日
）
▽

②
シ
ニ
ア
男
子
フ
ァ
ス
ト�

ピ
ッ
チ
の
部
…
15
日（
日
）

▽
③
一
般
男
子
ス
ロ
ー

ピ
ッ
チ
の
部
④
一
般�

女
子
フ
ァ
ス
ト
ピ
ッ
チ
の�

部
⑤
少
年
・
少
女
（
小
学

生
）
の
部
…
22
日
（
日
）

▽
⑥
一
般
男
子
フ
ァ
ス
ト�

ピ
ッ
チ
の
部
Ⅰ
部
…
29
日�

（
日
）
▽
①
⑥
の
準
決
勝

お
よ
び
決
勝
…
８
月
19
日�

（
日
）
▽
予
備
日
…
８
月

26
日
（
日
）、
９
月
２
日

（
日
）

※�

一
般
男
子
の
部
は
①
と

③
、
ま
た
は
③
と
⑥
の
重

複
参
加
可
（
費
用
各
５
千

円
と
選
手
名
簿
各
２
部
が�

必
要
で
す
）

会�

場
　
永
山
公
園
総
合
運
動

場
対�

象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
16
歳
以
上
で
構
成�

し
た
チ
ー
ム
お
よ
び
小
学�

生
。
た
だ
し
、
一
般
男
子

ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
の
部
は
40�

歳
以
上
、
シ
ニ
ア
男
子
フ�

ァ
ス
ト
ピ
ッ
チ
の
部
は�

59
歳
以
上
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
の
み
参
加
可

費�

用
　
１
チ
ー
ム
１
種
目

に
つ
き
５
千
円
④
⑤
３�

千
円

そ�

の
他
　
６
月
23
日
（
土
）

の
午
後
６
時
か
ら
総
合

体
育
館
第
１
会
議
室
で

代
表
者
会
議
を
行
い
ま

す
。
当
日
、
参
加
費
と
選

手
名
簿
２
部
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

詳�

細
　
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
　
中
間
☎
32
・
０
０
８
４

申�

し
込
み
　
６
月
15
日
ま
で

に
申
込
書
を
直
接
総
合
体�

育
館
ま
た
は
各
市
民
セ
ン�

タ
ー
へ

◎

剣

　

道

日�

時
　
９
月
16
日
（
日
）　

午
前
10
時
競
技
開
始
（
８

時
30
分
受
付
開
始
）

会�

場
　
総
合
体
育
館
第
１
ス

ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル

対�

象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

種�

目
　
小
学
２
年
生
以
下
の

部
、
小
学
３
・
４
・
５
・
６

年
生
男
子
の
各
部
、
小
学

第
59
回
市
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
時
の
栄
養
の

取
り
方
や
試
合
前
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
整
え
方
に
つ
い
て
、

食
の
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

学
び
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者

も
参
加
可
能
で
す
。

日�

時
　
６
月
25
日
（
月
）　
午

後
７
時
～
８
時
45
分

会�

場
　
総
合
体
育
館
第
１
会
議

室

対�

象
　
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
か
ら

指
導
者
、
ア
ス
リ
ー
ト

内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
　

講�

師
　
管
理
栄
養
士
　
高
水
秀

美
氏

定
員
　
先
着
30
人
（
予
約
制
）

費
用
　
800
円

申�

し
込
み
　
電
話
☎
24
・
７
２�

２
１
ま
た
は
直
接
総
合
体
育�

館
へ

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

教

室

日�

時
　
７
月
７
日
～
28
日
の
土

曜
日
（
４
回
）　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分
（
９
時
受

付
開
始
）

会�

場
　
新
町
市
民
セ
ン
タ
ー
体

育
館

対
象
　
市
内
の
小
学
生

講�

師
　
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

定
員
　
50
人
（
抽
選
）　

費
用
無
料

持�

ち
物
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ

ア
、
室
内
用
の
運
動
靴(

で

き
れ
ば
ひ
も
靴)

、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト
（
お
持

ち
の
方
）

申�

し
込
み
　
６
月
15
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
〈
往

信
裏
〉
住
所
、
氏ふ

り
が
な名
、
性
別
、

電
話
番
号
、
学
年
〈
返
信

表
〉
住
所
、
氏
名
を
記
入
の

う
え
、
〒
198
―
０
０
３
６
青

梅
市
河
辺
町
４
―
16
―
１�

総
合
体
育
館
内
青
梅
市
体
育�

協
会「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
」

係
へ

※�

抽
選
の
場
合
、
初
め
て
の
方

を
優
先

※�

結
果
は
抽
選
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
通
知

問�

い
合
わ
せ
　
青
梅
市
体
育
協

会
☎
22
・
０
８
２
７

特
別
展
「
縄
文
―
１
万
年
の
美
の
鼓
動
」 

関
連
文
化
講
演
会

　
７
月
３
日
（
火
）
～
９
月
２

日
（
日
）
に
東
京
国
立
博
物
館

で
開
催
さ
れ
る
特
別
展「
縄
文
」

に
関
連
す
る
文
化
講
演
会
を
Ｎ

Ｈ
Ｋ
と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

　「
火か

焰え

ん

型
土
器
」、「
土
偶
　

仮
面
の
女
神
」
を
は
じ
め
と
し

た
国
宝
や
有
名
な
「
遮
光
器
土

偶
」
が
展
示
さ
れ
る
「
縄
文
の

美
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
大
変
貴

重
な
企
画
展
の
見
ど
こ
ろ
を
解

説
し
ま
す
。

日�

時
　
７
月
11
日
（
水
）　
午

後
７
時
～
８
時
30
分

会
場
　
市
役
所
２
階
会
議
室

対�

象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

講�

師
　
東
京
国
立
博
物
館
研
究

員
　
山
本
　
亮
氏

定
員
　
150
人
（
抽
選
）

入
場
無
料

持
ち
物
　
筆
記
用
具

そ�

の
他
　
講
演
会
参
加
者
に
特

別
展
「
縄
文
」
の
無
料
招
待

券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申�

し
込
み
　
６
月
18
日（
必
着
）�

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
〈
往

診
裏
〉「
縄
文
」
関
連
文
化
講

演
会
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
〈
返
信
表
〉

重
要
文
化
財�

遮
光
器
土
偶�

青
森
県

つ
が
る
市
木
造
亀
ヶ
岡
出
土�

東
京
国

立
博
物
館
蔵

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
〒
198
―
８
７
０
１
青

梅
市
教
育
委
員
会
「『
縄
文
』

関
連
文
化
講
演
会
担
当
」
へ

※�

１
枚
に
つ
き
３
人
ま
で
申
し

込
み
可

※
結
果
は
７
月
２
日
ご
ろ
送
付

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
を 

見
に
行
き
ま
せ
ん
か

　
市
内
に
は
、
都
や
市
指
定
の

無
形
民
俗
文
化
財
が
数
多
く
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
と
伝

統
を
守
り
、
現
在
ま
で
伝
承
さ

れ
て
い
る
無
形
民
俗
文
化
財
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

武
蔵
御
嶽
神
社�

太
々
神
楽
（
都
指
定
）

▽
神
楽
と
雅
楽
の
一
般
公
開
…

６
月
17
日
（
日
）　
午
前
11

時
か
ら

▽
夜
神
楽
…
６
月
24
日
（
日
）　

午
後
８
時
か
ら

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
と
な
る

場
合
あ
り

会
場
　
武
蔵
御
嶽
神
社
神
楽
殿

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
博
物
館
☎�

23
・
６
８
５
９

企
画
展
「
明
治
時
代
の
青
梅 

―
近
代
化
と
人
々
の
生
活
―
」

関

連

講

座
・

展

示

解

説

講

座

　
郷
土
博
物
館
で
は
企
画
展

「
明
治
時
代
の
青
梅
―
近
代
化

と
人
々
の
生
活
―
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
企
画
展
の
関
連
講
座
と

し
て
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
の
沖
川
伸
夫
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、「『
ナ
イ
ス
精
神
』
発

祥
の
地
・
青
梅
―
明
治
後
期
の

地
域
事
情
と
高
等
教
育
志
向

―
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
講
演
の
後
、

郷
土
博
物
館
に
移
動
し
て
、
展

示
解
説
講
座
も
行
い
ま
す
。

日�

時
　
６
月
30
日
（
土
）　
午
後�

２
時
か
ら

会�

場
　
釜
の
淵
市
民
館
研
修
室

定
員
　
先
着
80
人
（
予
約
制
）

３
～
４
年
生
・
５
～
６
年

生
女
子
の
各
部
、
中
学
１

年
生
男
子
の
部
、
中
学
生

女
子
の
部
、
中
学
２
～
３

年
生
男
子
の
部
、
高
校
一

般
男
子
三
段
以
下
の
部
、

高
校
一
般
女
子
三
段
以

下
の
部
、
壮
年
の
部
（
35

歳
以
上
三
段
以
下
）、
高

校
一
般
団
体
戦
の
部
（
五

段
以
下
、
男
女
混
合
可
）

費
用
無
料

詳�

細
　
市
剣
道
連
盟
　
井
上

☎
090
・
９
１
０
４
・
６
７
０�

７
申�

し
込
み
　
８
月
１
日
ま
で�

に
申
込
書
を
直
接
ス
ポ
ー�

ツ
推
進
課
（
市
役
所
３

階
）、
総
合
体
育
館
ま
た

は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

※�

市
剣
道
連
盟
加
盟
団
体
に

所
属
す
る
方
は
、
各
団
体

を
通
し
て
お
申
し
込
み
く�

だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
案
内

人
類
の
存
亡
を
左
右
す
る
？�

こ
わ
～
い
地
球
温
暖
化
展

　
地
球
温
暖
化
の
要
因
や
対
策

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
地
球
温

暖
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

期�

間
　
6
月
12
日
（
火
）　
～�

24
日
（
日
）

教
室
案
内

①�

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
…
水
曜
日
　

午
後
１
時
～
２
時

②�

ヨ
ー
ガ
教
室
…
木
曜
日
　
午

後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

参�

加
費
（
１
回
）　
①
②
と
も
、

市
内
在
住
者
…
800
円

※�

参
加
費
は
教
室
と
入
浴
３
時

間
の
セ
ッ
ト
料
金
で
す
。

※�

回
数
券
、
サ
ー
ビ
ス
券
等
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
西
多
摩

所
在
地
　
羽
村
市
羽
４
２
２
５
　
☎
042
・
570
・
２
６
２
６

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
H Phttp://w

w
w
.nishiei.or.jp

費
用
無
料

申�
し
込
み
　
電
話
☎
23
・
６
８�

５
９
で
郷
土
博
物
館
へ

文
化
財
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る 

フ
ロ
ア
ト
ー
ク

　
郷
土
博
物
館
で
は
、
毎
月

指
定
し
た
週
末
に
、
郷
土
博

物
館
お
よ
び
旧
宮
崎
家
住
宅

で
、
文
化
財
解
説
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
フ
ロ
ア
ト
ー

ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
郷
土
博
物

館
に
立
ち
寄
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
説
明
と
と
も
に
郷

土
の
歴
史
の
一
端
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日�

時
　
６
月
９
日
（
土
）、

７
月
８
日
（
日
）　
午
後

１
時
～
３
時
（
予
定
）

会�

場
　
郷
土
博
物
館
、
旧
宮

崎
家
住
宅

講�

師
　
市
文
化
財
解
説
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

費
用
無
料

そ�

の
他
　
当
日
、
ボ
ラ
ン
テ�

ィ
ア
が
待
機
し
て
い
ま
す�

の
で
お
気
軽
に
お
声
か
け�

く
だ
さ
い
。

直
接
会
場
へ

問�

い
合
わ
せ
　
郷
土
博
物
館

☎
23
・
６
８
５
９

旧稲葉家住宅が東京都の
「特に景観上重要な歴史的建造物等」

に選定されました

　旧稲葉家住宅（森下町）は、青梅村で材木

商や織物商を営んでいた建物で、江戸時代後

期（１８００年代のはじめ）の建築とされ、

土蔵や門などとともに都の有形民俗文化財に

指定されています。

　「特に景観上重要な歴史的建造物等」とは、

文化財など歴史的な価値のある建造物や庭園

等のうち、これらを含む周辺の良好な景観の

形成に特に重大な影響を与えるものとして、

都景観条例に基づき、都知事が選定するもの

で、市では初めての選定となりました。

問�い合わせ　郷土博物館☎２３－６８５９
△神奈川県高札


